
SDGｓでつながる地域ネットワーク

～SDGｓを通じた行政や地域との連携の取り組み～

～No one will be left behind～

福井県SDGsパートナーシップ会議 フォーラム2020



はじめに

突然ですが、皆さんプルタブを
覚えていますか…？

現在ではステイオンタブ缶が主流
ですが、この缶を最初に製品化
したのは生協です。

生協は以前から環境や社会に配慮した活動を続けてきました



SDGｓの方針とマッピング



SDGｓを通じた生協の取り組み



フードバンク、フードドライブ、子ども食堂支援

あわら市の子ども食堂支援

フードドライブは、ハーツ全店で実施

集まった商品は仕分けして各支援先へ

おもちゃバンクやランドセルドライブ
といった取り組みも実施



地域とのつながりの取り組み

地域と一緒になった取り組み

岡保きらめき感謝祭の利用者と子どもの交流 大野きらめき地元中学生と神社の清掃

きらめきの畑で、地元保育園児と収穫体験 大野きらめき手づくりゴミ入れがつなぐ縁



エシカル消費の地域での普及啓発

鯖江市の消費者講座 エシカル消費学習会

イベントや環境フェアでのSDGｓやエシカル消費の展示と紹介

青池調理師専門学校でのエシカル講座



エシカル消費の地域での普及啓発

「エシカルチャレンジ」の取り組み
福井県県民安全課の委託を受けて、エシカルの啓発としてマークを
集めて応募する取り組みを実施。

＜参加者の声＞
・子どもと一緒にマークを探し、良い勉強になった。色々なマークを見つけるのは楽しかった。
「エシカル」の言葉をしらなかったが、今後は関心をもちエシカル消費に取り組んでいこうと思う。
・このキャンペーンで色々なマークがあることを知った。これからは購入した商品のマークを確認し
て、エシカルなお買物をしてみようと思う。



2030SDGs（SDGｓゲーム）や出前講座の開催

鯖江市商工会議所にてSDGｓゲーム実施（2019年８月）

丸岡南中学生を対象に出前講座実施（2020年10月）

2030SDGs（SDGｓゲーム）や出前講座通じてSDGｓの基本
を理解する取り組み。県内外で開催しています。



コロナ禍の中で…

生活への支援、本来業務を通じてできることに取り組む

休校中に、昼食に困っている子どもたちのために、
昼食弁当の宅配を企画。

マスク不足の中、利用者さんと一緒に手作り
マスクをつくり、地元子ども園にプレゼント

オンライン講座、オンライン企画など、
リモートへの対応



南越前町との包括協定

鯖江市との包括協定

越前市との包括協定

・ＳＤＧｓの推進
・見守り協定、災害時協定は全市町と締結
・包括連携協定（３自治体）

⇒地域の課題解決に

自治体との協定「個別協定から包括協定へ」

協定をもとに南越前町にコンビニ型
の店舗を設置。買物と集いの拠点に



SDGsは２０３０年まで続く「共通言語」

✓ SDGsは「誰ひとり取り残さない」という理念のもと、「経済」「環境」
「社会」のすべてをよくしていく取り組み。

✓ あと１０年で世界がひとつになってどこまで真剣に取り組めるかがかぎ

✓ 出発点は「私自身」。全ての人が主体的になって関わることが重要

経済 社会環境

SDGｓの取り組みは、

そして「誰ひとり取り残さない」

のすべてをよくしていく取り組み

できることから確実に行動へ。


